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Shizuoka

伊豆の国市

函南町 熱
海
市

静岡市

富士宮市

富士市

沼津市

三島市

裾野市

御殿場市

小山町

東伊豆町
河津町

南伊豆町

西伊豆町

松崎町
下田市

伊東市
伊豆市

東部
地域

邑27

登
録
　
邑伊豆

地域
邑25

「ふじのくに美しく品格
のある邑づくり」連合と
は、邑づくりの趣旨に賛
同した県内全35市町、静
岡県が会員となり、「美
しく品格のある邑」の魅
力向上やブランド力強化
のために、広報活動、情
報収集、調査研究を行
い、「美しく品格のある
邑」についての審査・登
録事務を行う組織です。

〈令和3年3月現在〉

「ふじのくに
美しく品格のある
邑づくり」連合とは

　日本一高い富士山や日本一深い駿河湾な
ど、変化に富んだ地形と清らかな水に恵ま
れた静岡県は、農作物や水産物の品目数に
おいて全国トップクラス。この豊かな食材
を生産する県内の農山漁村には、棚田や茶
畑といった美しい風景に加えて、古くから伝
わる文化や伝統が息づく地域それぞれの
「宝（資源）」があります。
　　「ふじのくに美しく品格のある邑」とは、
地域の宝を大切に思い、それを守り、次世代
につなげていこうとする人々が集まって、真
摯に活動を行う理想の農山漁村として「ふ
じのくに美しく品格のある邑づくり」連合が
認定した地域（邑）です。平成24年度に県内
35市町の45地域が認定されたのを皮切り
に、毎年登録数が増え続け、令和3年3月現
在で141地域が名を連ねています。
　　「ふじのくに美しく品格のある邑」は、深
い山々に囲まれた山間地の集落から、周囲
が市街地化された農園まで、その個性はさ
まざまです。
　周辺環境だけに留まらず、規模の大小、
文化や歴史、特産品や名物など、141の地域
にはそれぞれに特徴があり、県全域で多彩
で多様な魅力を形成しています。
　　また、そこで活躍する人々も魅力的です。
自分たちの地域を愛し、活動に誇りを持つ
人たちの自信に満ちた姿は、訪れる人に
とって、忘れられない「美しい思い出」とな
るはずです。
　　「ふじのくに美しく品格のある邑」の詳し
い情報は連合のホームページにあります。
魅力的な場所、地域の特産品、参加できる
イベント情報なども掲載されているので、
まずは気になる邑を訪ねてみましょう。

ふ
じ
の
く
に
美
し
く
品
格
の
あ
る
邑
っ
て
?

む 

ら

新登録

新登録

大淵笹場

小坂

浜石岳と
八千代の桜

布沢
原・新丹谷

奥長島〈足久保〉

寿太郎みかんのふるさと 西浦

久米田

浮島
上長窪地区

三島箱根
西麓地区

山田川自然の里

パノラマ
遊花の里

せせらぎ中清水
沼田ロマン
チック街道

西澤水系

金太郎産湯の里 湯船
上野美農里の会

吉久保日吉の里

日本一のだいだいの里「多賀」

丹那
浮橋

富戸吉田

大川

有東木

桂流コシヒカリのふる里

伊豆月ヶ瀬梅の里
日本一の
水わさびの邑

奈良本

大賀茂

伊豆見高
入谷高原

上佐ヶ野
わくわくの里

日野 元気な百姓達の里海の里 吉田村

下大沢

那賀地区
石部赤根田村百笑の里

十足

韮山金谷

所領

深良地区

二子湧水の里

五感で癒される湧水の里
いのかしら / P14

白糸の里 / P11

清水区西里

中郷地区

中

戸田

韮山多田

伊浜地区

岩本山とかりがね
堤を守る邑

天子ヶ岳の里

内房の里

南条の里柚野の里

宇久須 / P03

いずのやね茅野 / P13

加増野

富士山のふもとの
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「梨の受粉」都田地区（浜松市）／第2回静岡県農村の魅力フォトコンテスト入賞作品

掛川市
菊川市

森町

島田市

藤枝市

焼津市

吉田町牧之原市

御前崎市

浜松市

磐田市湖西市 袋井市

川根本町西部
地域

邑51

宇久須（西伊豆町）
梅ヶ島（静岡市）
縁結びの村くのわき（川根本町）
都田地区（浜松市）

五感で癒される湧水の里いのかしら（富士宮市）

表紙／パノラマ遊花の里〈裾野市〉
パノラマロード周辺の遊休農地で
は「裾野市パノラマロードを花で
いっぱいにする会」を中心に、地域
団体・企業が協力し、富士山の景
色を彩る活動を行なっています。春
には菜の花や桜、秋には曼珠沙華
やコスモスが咲き乱れ、人気の撮
影スポットにもなっています。（フォト
コンテスト入賞作品／「桜花富士」
勝又守洋）

むらとりっぷ

白糸の里（富士宮市）

早稲田大学
いずのやね茅野（伊豆市）

イベントカレンダー
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富
士
山
と
駿
河
湾
を
望
む
西
伊
豆
ス

カ
イ
ラ
イ
ン
か
ら
西
天
城
高
原
へ
続
く

爽
快
な
道
は
、
絶
景
ロ
ー
ド
と
し
て
評

判
の
ツ
ー
リ
ン
グ
コ
ー
ス
。そ
の
高
原
の

眼
下
、
青
い
海
へ
向
か
っ
て
開
け
て
い
る

の
が
宇
久
須
の
里
で
す
。
約
9
割
が
山

林
と
い
う
西
伊
豆
町
の
中
で
、
仁
科
地

区
に
次
ぐ
平
野
が
広
が
る
邑
で
は
、
か

つ
て
稲
作
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
夕
陽
で
岩
肌
が
金
色
に
輝
く
景
勝

地
「
黄
金
崎
」
や
、高
原
と
海
辺
に
あ
る

キ
ャ
ン
プ
場
は
、
人
気
の
レ
ジ
ャ
ー
ス

ポ
ッ
ト
で
す
。

　
宇
久
須
に
は
ガ
ラ
ス
の
原
料
と
な
る

珪
石
の
鉱
山
が
あ
り
、
昭
和
13
年
頃
か

ら
約
70
年
間
、
採
掘
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
今
も
地
域
に
は
、黄
金
崎
ク
リ
ス

タ
ル
パ
ー
ク
を
は
じ
め
ガ
ラ
ス
工
房
が
点

在
し
、「
ガ
ラ
ス
文
化
の
里
」
を
発
信
し

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ガ
ラ
ス
産
業
盛
衰
の
陰
で

農
業
は
衰
退
。
後
継
者
不
足
に
加
え
、

鉱
山
か
ら
出
る
酸
性
の
水
が
宇
久
須
川

下
流
域
に
合
流
す
る
た
め
に
水
田
は
激

減
。
山
の
放
置
も
進
み
、
荒
れ
地
が
増

加
し
た
邑
は
、近
年
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の

獣
害
が
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
状
況
を
打
開
す
べ
く
、
令
和
元

西
伊
豆
の
ガ
ラ
ス
の
町
を

害
獣
が
寄
り
つ
か
な
い

き
れ
い
な
邑
へ
！

宇久須美農里プロジェクトのメンバー。現在の会員数は
88名ですが、常時10～15人ほどが活動しています。

年
に
有
志
が
「
宇
久
須
美
農
里
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」を
設
立
。獣
害
対
策
、景
観

保
全
、
水
路
確
保
な
ど
を
軸
に
、
邑
の

再
生
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
最
重
要
課
題
の
獣
害
対
策
で
は
、
狩

猟
や
罠
で
害
獣
を
捕
獲
す
る
だ
け
で
な

く
、
獣
の
侵
入
路
に
な
っ
て
い
た
堤
防

法
面
や
荒
廃
農
地
の
草
刈
り
・
整
備
を

実
施
。
通
学
路
の
脇
や
休
耕
田
の
一
部

に
は
、ヒ
マ
ワ
リ
や
菜
の
花
な
ど
も
植

栽
し
ま
し
た
。
す
っ
き
り
と
き
れ
い
に

な
っ
た
邑
は
、
害
獣
が
減
り
、
季
節
の

花
が
人
々
の
心
を
癒
し
て
い
ま
す
。

　
「
見
た
目
が
荒
れ
て
い
て
は
心
も
す

さ
む
。で
も
、
き
れ
い
に
し
て
い
れ
ば
、

自
然
も
人
も
応
え
て
く
れ
る
」
と
美
農

里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
の
内
田
秀
明
さ

ん
。彼
ら
の
活
動
に
感
化
さ
れ
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
自
発
的
に

所
有
農
地
を
整
備
す

み
ん
な
で
協
力
し
て

西
伊
豆
町
屈
指
の

農
地
と
文
化
を
守
る

る
邑
び
と
が
増
え
、
地
域
全
体
の
雰
囲

気
も
明
る
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
邑
で
も
う
一
つ
守
り
続
け
て

い
る
の
が
伝
統
文
化
で
す
。
毎
年
11
月

に
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
て
奉
納
さ
れ
る

牛
越
神
社
の
人
形
三
番
叟
は
、
県
の
重

要
無
形
文
化
財
、
海
賊
退
散
が
由
来
で

赤
装
束
の
子
ど
も
た
ち
が
踊
る
出
崎
神

社
の
猿
っ
子
踊
り
は
、
町
の
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
残
し
た

い
」
と
、一
度
は
廃
れ
た
宇
久
須
神
社

の
祭
典
も
復
活
さ
せ
ま
し
た
。
邑
中
が

盛
り
上
が
る
祭
り
は
、
郷
土
愛
を
育

み
、地
域
の
絆
を
深
め
て
い
ま
す
。

む
ら
の
声
#
0
1

●車／伊豆縦貫自動車道 
月ヶ瀬ICから国道136号、県
道411・410号経由で約40分 
●電車・バス／伊豆箱根鉄道 
修善寺駅から東海バス「松
崎」行き「宇久須」下車

賀茂郡西伊豆町宇久須270-1
（西伊豆町住民防災センター）

宇久須 うぐす
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きれいにしたら、
みんなの散歩コースに
野水仙が咲きました！

宇久須出身。小学校と中学校で
教師を務め、現在は宇久須美農
里プロジェクト代表として邑の
環境整備に尽力。獣害対策のた
めに狩猟免許も取得し、自ら害
獣捕獲も行う。

内田秀明さん

邑 び と メ ッ セ ー ジ

宇久須川沿いの堤防は地域の
人たちの朝晩の散歩コースな
のですが、草を刈って整備し
たら、埋もれていた野水仙が
広がり、きれいに花を咲かせ
ました。ここはツツジも桜も
あるので、花の維持はしてい
きたいですね。もともと地域
の皆の中にも「きれいにした
い」という意識があるので
しょう。我々の活動が、それ
を行動に移すきっかけになれ
ばいいなと思います。

　
富
士
山
と
駿
河
湾
を
望
む
西
伊
豆
ス

カ
イ
ラ
イ
ン
か
ら
西
天
城
高
原
へ
続
く

爽
快
な
道
は
、
絶
景
ロ
ー
ド
と
し
て
評

判
の
ツ
ー
リ
ン
グ
コ
ー
ス
。そ
の
高
原
の

眼
下
、
青
い
海
へ
向
か
っ
て
開
け
て
い
る

の
が
宇
久
須
の
里
で
す
。
約
9
割
が
山

林
と
い
う
西
伊
豆
町
の
中
で
、
仁
科
地

区
に
次
ぐ
平
野
が
広
が
る
邑
で
は
、
か

つ
て
稲
作
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
夕
陽
で
岩
肌
が
金
色
に
輝
く
景
勝

地
「
黄
金
崎
」
や
、高
原
と
海
辺
に
あ
る

キ
ャ
ン
プ
場
は
、
人
気
の
レ
ジ
ャ
ー
ス

ポ
ッ
ト
で
す
。

　
宇
久
須
に
は
ガ
ラ
ス
の
原
料
と
な
る

珪
石
の
鉱
山
が
あ
り
、
昭
和
13
年
頃
か

ら
約
70
年
間
、
採
掘
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
今
も
地
域
に
は
、黄
金
崎
ク
リ
ス

タ
ル
パ
ー
ク
を
は
じ
め
ガ
ラ
ス
工
房
が
点

在
し
、「
ガ
ラ
ス
文
化
の
里
」
を
発
信
し

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ガ
ラ
ス
産
業
盛
衰
の
陰
で

農
業
は
衰
退
。
後
継
者
不
足
に
加
え
、

鉱
山
か
ら
出
る
酸
性
の
水
が
宇
久
須
川

下
流
域
に
合
流
す
る
た
め
に
水
田
は
激

減
。
山
の
放
置
も
進
み
、
荒
れ
地
が
増

加
し
た
邑
は
、近
年
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の

獣
害
が
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
状
況
を
打
開
す
べ
く
、
令
和
元

三島由紀夫が小説『獣の戯れ』で、「平滑な一枚の黄金のよ
うに見える」と描写した黄金崎は、美しい夕陽と富士山も望
める景勝地。見どころは、岬の突端ある馬の頭そっくりの形
をした岩壁「馬ロック」で、「日本の奇岩百景」にも登録され
ています。馬の岩は勝負運にご利益があるそうで、休憩処
「こがねすと」では絵馬も販売されています。

水が清浄で豊かな宇久須川の中・上流域で
は、ワサビ栽培が行われています。写真は藤井
わさび園。年間通してわさび収穫体験を実施
中です。連絡は☎090-4422-1463まで。

年
に
有
志
が
「
宇
久
須
美
農
里
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」を
設
立
。獣
害
対
策
、景
観

保
全
、
水
路
確
保
な
ど
を
軸
に
、
邑
の

再
生
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
最
重
要
課
題
の
獣
害
対
策
で
は
、
狩

猟
や
罠
で
害
獣
を
捕
獲
す
る
だ
け
で
な

く
、
獣
の
侵
入
路
に
な
っ
て
い
た
堤
防

法
面
や
荒
廃
農
地
の
草
刈
り
・
整
備
を

実
施
。
通
学
路
の
脇
や
休
耕
田
の
一
部

に
は
、ヒ
マ
ワ
リ
や
菜
の
花
な
ど
も
植

栽
し
ま
し
た
。
す
っ
き
り
と
き
れ
い
に

な
っ
た
邑
は
、
害
獣
が
減
り
、
季
節
の

花
が
人
々
の
心
を
癒
し
て
い
ま
す
。

　
「
見
た
目
が
荒
れ
て
い
て
は
心
も
す

さ
む
。で
も
、
き
れ
い
に
し
て
い
れ
ば
、

自
然
も
人
も
応
え
て
く
れ
る
」
と
美
農

里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
の
内
田
秀
明
さ

ん
。彼
ら
の
活
動
に
感
化
さ
れ
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
自
発
的
に

所
有
農
地
を
整
備
す

❶除草作業の様子。とにかく草ボウボウだっ
た邑は、目に見えてきれいになりました。
❷通学路などに花を植えるため、まずは種子
団子を作ります。
❸黄金崎クリスタルパークは、ガラスをテー
マにしたミュージアム。ガラス細工の手作り
体験もできます。

る
邑
び
と
が
増
え
、
地
域
全
体
の
雰
囲

気
も
明
る
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
邑
で
も
う
一
つ
守
り
続
け
て

い
る
の
が
伝
統
文
化
で
す
。
毎
年
11
月

に
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
て
奉
納
さ
れ
る

牛
越
神
社
の
人
形
三
番
叟
は
、
県
の
重

要
無
形
文
化
財
、
海
賊
退
散
が
由
来
で

赤
装
束
の
子
ど
も
た
ち
が
踊
る
出
崎
神

社
の
猿
っ
子
踊
り
は
、
町
の
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
残
し
た

い
」
と
、一
度
は
廃
れ
た
宇
久
須
神
社

の
祭
典
も
復
活
さ
せ
ま
し
た
。
邑
中
が

盛
り
上
が
る
祭
り
は
、
郷
土
愛
を
育

み
、地
域
の
絆
を
深
め
て
い
ま
す
。

❷

❸

見に来
て!

❶

黄金崎馬ロック

夕陽に輝く黄金崎などレジャースポットとしても大人気

毎年10月第1土曜に行
われる宇久須神社の秋
祭り。子どもたちがお囃
子を演奏し、山車を引
きます。

毎年11月3日の出崎神
社祭典で奉納される猿っ
子踊り。赤装束姿の子ども
たちがお囃子に合わせて、
立ち踊り、扇踊り、鯨突き
踊り、逆立ち踊りを
披露。

「宇久須神社祭典」

「出崎神社祭典」

event information

「夕陽のまち西伊豆町ふるさとまつり」
●開催／毎年11月第2日曜日
●場所／黄金崎クリスタルパーク
●問い合わせ／西伊豆町観光協会
☎0558-52-1268

「牛越神社祭典」
●開催／毎年11月2・3日
●内容／五穀豊穣、天下泰平、家内安全を願
い人形三番叟を奉納

●場所／牛越神社

わさび収穫体験 体験
してみ

て!
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安
倍
川
の
水
源
域
に
位
置
す
る

梅
ヶ
島
に
は
、
温
泉
、
金
山
、
キ
ャ
ン

プ
場
、日
本
三
大
崩
れ
の
大
谷
崩
、
安

倍
の
大
滝
と
い
っ
た
観
光
資
源
が
豊
富

に
あ
り
ま
す
。
静
岡
の
中
心
街
か
ら
車

で
小
一
時
間
と
い
う
ア
ク
セ
ス
の
良
さ

も
人
気
の
理
由
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

梅
ヶ
島
学
区
自
治
会
連
合
会
の
会
長
・

小
泉
住
雄
さ
ん
は
将
来
を
心
配
し
て
い

ま
す
。「
こ
れ
ま
で
の
梅
ヶ
島
は
、
観

光
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
た
が
ゆ
え
に
、

地
域
と
し
て
の
ま
と
ま
り
に
欠
け
て
い

ま
し
た
。そ
の
た
め
地
元
に
対
す
る
愛

着
心
が
育
た
ず
、
近
年
は
若
い
世
代
の

人
口
流
出
が
止
ま
り
ま
せ
ん
」
。
そ
こ

で
同
連
合
会
は
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て

梅
の
木
を
育
て
、
地
域
外
か
ら
人
を
呼

び
込
む
取
り
組
み
を
平
成
4
年
に
始
め

ま
し
た
。
梅
の
木
や
カ
エ
デ
を
植
え
る

「
梅
の
里
づ
く
り
」
は
、
地
域
の
一
体
感

を
生
み
出
し
、
最
近
で
は
「
梅
ま
つ
り
」

や「
紅
葉
ま
つ
り
」
な
ど
、年
間
を
通
じ

て
誘
客
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
名
所
「
赤
水

の
滝
」の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
線
香
花
火

長
持
ち
大
会
は
大
人
気
。
以
前
は
な

か
っ
た
異
業
種
交
流
も
始
ま
っ
て
い
ま

す
。「
今
後
は
観
光
業
、
農
林
業
、
建

設
業
な
ど
の
人
た
ち
が
一
緒
に
な
っ
て
新

し
い
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と

小
泉
さ
ん
は
前
を
向
き
ま
す
。

　
邑
で
は
平
成
18
年
に
50
歳
以
下
の
住

民
が
主
体
と
な
っ
て「
夢
実
梅
会（
ゆ
め

み
ま
い
か
い
）」
を
発
足
し
、
県
境
を
接

地
元
へ
の
愛
を
育
て
る

地
域
一丸
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
！

梅ヶ島には新田温泉、コンヤ温泉、梅ヶ島温泉と
いう3カ所の温泉があります。写真は最上流部に
ある梅ヶ島温泉。峠の向こうは山梨県です。

す
る
山
梨
県
身
延
町
と
の
交
流
も
始
め

ま
し
た
。「
身
延
町
と
は
将
来
、
ト
ン

ネ
ル
で
つ
な
げ
た
い
計
画
が
あ
り
ま

す
。
開
通
す
る
の
は
ず
っ
と
先
だ
と
思

い
ま
す
が
、
夢
は
語
ら
な
け
れ
ば
実
現

し
ま
せ
ん
」と
小
泉
さ
ん
。

　
邑
が
期
待
を
寄
せ
て
い
る
の
は
移
住

者
の
受
け
入
れ
で
す
。
仕
事
や
住
ま

い
、
そ
し
て
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
え
ば
、

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
が
浸
透
し
、
過
疎
化
が
解
消
さ

れ
る
可
能
性
は
大
い
に
あ
り
ま
す
。

「
だ
か
ら
こ
そ
観
光
地
と
し
て
の
魅
力

発
信
は
不
可
欠
で
し
ょ
う
」
と
語
る
の

は
観
光
協
議
会
よ
う
こ
そ
梅
ヶ
島
の
会

長
・
秋
山
庸
司
さ
ん
で
す
。「
観
光
客

が
増
え
て
、
地
域
に
に
ぎ
わ
い
が
戻
れ

止
め
て
は
い
け
な
い
！

夢
を
追
い
求
め
る
熱
い
姿
勢

ば
、
雇
用
や
住
居
の
環
境
整
備
が
進

み
、移
住
者
も
増
え
る
と
思
い
ま
す
」。

　
小
泉
さ
ん
は
「
大
切
な
の
は
意
識
を

変
え
る
こ
と
。
諦
め
ず
に
、い
つ
ま
で
も

夢
を
追
い
求
め
る
姿
勢
が
大
事
で
す
」

と
語
り
ま
す
。
長
き
に
わ
た
っ
て
人
気

の
観
光
地
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た

梅
ヶ
島
は
、
新
た
な
進
化
と
発
展
を
遂

げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

む
ら
の
声
#
0
2

●新東名高速新静岡ICより県
道29号線を北上、約50分 
●電車・バス／JR静岡駅よりし
ずてつジャストラインバス梅ヶ
島温泉行き「梅ヶ島温泉」下車
（約1時間50分）

静岡市葵区梅ヶ島

梅ヶ島
うめがしま
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会
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業
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も
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す
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今
後
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業
、
建
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に
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新

し
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い
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小
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前
を
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ま
す
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で
は
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成
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に
50
歳
以
下
の
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が
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と
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ま
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開
通
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る
の
は
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と
先
だ
と
思

い
ま
す
が
、
夢
は
語
ら
な
け
れ
ば
実
現

し
ま
せ
ん
」と
小
泉
さ
ん
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邑
が
期
待
を
寄
せ
て
い
る
の
は
移
住

者
の
受
け
入
れ
で
す
。
仕
事
や
住
ま

い
、
そ
し
て
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
え
ば
、

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
サ
テ
ラ
イ
ト
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フ
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ス
が
浸
透
し
、
過
疎
化
が
解
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さ

れ
る
可
能
性
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に
あ
り
ま
す
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「
だ
か
ら
こ
そ
観
光
地
と
し
て
の
魅
力

発
信
は
不
可
欠
で
し
ょ
う
」
と
語
る
の

は
観
光
協
議
会
よ
う
こ
そ
梅
ヶ
島
の
会

長
・
秋
山
庸
司
さ
ん
で
す
。「
観
光
客

が
増
え
て
、
地
域
に
に
ぎ
わ
い
が
戻
れ

地域のみんながひとつになって歓迎します！

地域を一つにまとめ
て、梅ヶ島にやってくる
お客さんを全員でもて
なしたい。理想は誰も
が気持ちよくなれる
「和みの郷」。ぜひ遊び
に来てください。

空気も水も料理もおいし
い梅ヶ島は、温泉や人も
温かく、とにかくなんで
も“おいしい”ところで
す。そんな梅ヶ島をじっ
くり味わってください。
みんなで歓迎します。

梅ヶ島生まれ。市街
地の高校に進学し
25歳の時に帰郷。
家業の林業に携わり
ながら、30歳の頃
から地域活動に取り
組む。静岡市自治会
連合会常任理事。
梅ヶ島学区自治会連
合会会長。

小泉住雄さん

❶赤水の滝の落差は50m。県道
29号線沿いに展望台がありま
す。近くで見ると迫力満点。
❷梅の木の剪定をする邑びと。
近年は外部から手伝いに来る人
も増え、地域の内外で「梅の里
づくり」を進めています。
❸地域を見守る新田稲荷神社。
例年3月の「初午祭」で奉納され
る梅ヶ島新田神楽は市指定の無
形民俗文化財です。
❹人気の日帰り温泉「黄金の
湯」。年間4～5万人の観光客が
訪れる、梅ヶ島の人気スポット
の1つです。

ば
、
雇
用
や
住
居
の
環
境
整
備
が
進

み
、移
住
者
も
増
え
る
と
思
い
ま
す
」。

　
小
泉
さ
ん
は
「
大
切
な
の
は
意
識
を

変
え
る
こ
と
。
諦
め
ず
に
、い
つ
ま
で
も

夢
を
追
い
求
め
る
姿
勢
が
大
事
で
す
」

と
語
り
ま
す
。
長
き
に
わ
た
っ
て
人
気

の
観
光
地
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た

梅
ヶ
島
は
、
新
た
な
進
化
と
発
展
を
遂

げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

邑 び と メ ッ セ ー ジ

❶

「梅まつり」
邑びとが育てた梅の木が見事で
す。毎年3月中旬開催。

「春まつり」
桜の花とともに春の訪れを感じてく
ださい。毎年4月上旬開催。

「梅ヶ島温泉ライトアップ」
同時開催される線香花火長持ち大
会が話題。8月開催予定。

※各イベントは新型コロナウイルス
の影響により中止される可能性が
あります。開催に関する問い合わせ
は、梅ヶ島生涯学習交流館まで。
☎054-269-2002

event information

笑顔があふれる和みの郷へ

濃い温泉と言われる、梅ヶ島温泉
の天然硫黄泉を24％配合した
手作り石鹸です。防腐剤、香料、
色素等の添加物を一切使用して
ないため、肌に優しく安心。「肌
がツルツルになる」という感想が
多く、リピーターも続出！梅ヶ島温
泉の売店等で販売しています。1
個80gで900円（税込）。入浴剤
も現在開発中！

梅ヶ島温泉
オリジナル化粧石鹸

旧天竜市（現浜松
市）出身。結婚を機
に梅ヶ島に移住。家
業の旅館を運営しな
がら、地域観光の振
興に尽力。観光協議
会ようこそ梅ヶ島会
長。ふじのくに食の
都づくり仕事人。

秋山庸司さん

買いに来て！

❷

❸

❹

「温泉湯滝」
のライトアップ

滝のライトアッ
プと同時期、「梅ヶ
島温泉おゆのふるさと
公園」で線香花火長持
ち大会も開催されます。
参加自由で賞品も
あります。
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大
井
川
鐡
道
・
塩
郷
駅
の
そ
ば
に

架
か
る
吊
り
橋
は
、
大
井
川
の
中
で

は
最
長
の
２
２
０
ｍ
。
線
路
の
上
を
渡

る
た
め
、レ
ト
ロ
な
電
車
や
Ｓ
Ｌ
が
真

下
に
見
え
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

「
恋
金
橋
」
と
い
う
通
称
は
、
対
岸
の

邑
に
祀
ら
れ
る
薬
師
如
来
が
身
分
差

の
あ
る
恋
を
叶
え
た
と
い
う
民
話
に

由
来
。そ
ん
な
橋
の
向
こ
う
に
ひ
っ
そ

り
と
開
け
た
久
野
脇
の
里
は
、近
年
、

「
縁
結
び
の
村
」と
し
て
話
題
で
す
。

　

川
根
本
町
の
南
部
に
あ
る
久
野
脇

地
区
は
、
恵
ま
れ
た
土
壌
や
川
霧
、

昼
夜
の
激
し
い
寒
暖
差
か
ら
、
町
内

で
も
特
に
上
質
な
川
根
茶
が
育
つ
茶

処
。
整
然
と
手
入
れ
さ
れ
た
茶
畑
は

美
し
く
、長
閑
で
清
々
し
い
空
気
が
漂

い
ま
す
。
中
で
も
「
ぬ
た
平
」
は
、
茶

園
が
広
が
る
集
落
に
雄
大
な
大
井
川

や
山
々
が
映
え
、
ダ
ム
や
鉄
道
も
一
望

で
き
る
景
色
が
圧
巻
で
す
。

　

吊
り
橋
や
川
辺
の
キ
ャ
ン
プ
場
は

観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
も
、
林
に
囲
ま

れ
た
邑
は
、
静
か
な
ま
ま
。
そ
こ
で
、

少
子
高
齢
化
が
進
む
邑
の
将
来
に
危

機
感
を
抱
い
た
有
志
が「
く
の
わ
き
未

来
の
会
（
Ｋ
Ｍ
会
）
」
を
結
成
。
外
部

か
ら
人
を
招
い
て
「
縁
結
び
」
を
テ
ー

マ
に
地
域
お
こ
し
を
始
め
ま
し
た
。

　

邑
に
は
、「
縁
結
び
」の
民
話
が
伝

わ
る
佐
澤
薬
師
堂
を
は
じ
め
、「
子

宝
」
の
子
持
ち
石
、「
安
産
・
子
育

て
」の
八
幡
神
社
、「
夫
婦
円
満
」の

夫
婦
滝
な
ど
、人
生
の
大
切
な
縁
に
ま

つ
わ
る
史
跡
が
点
在
。ま
さ
に
邑
全
体

が
良
縁
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
同

会
は
、
観
光
客
が
邑
中
を
散
策
で
き

る
よ
う
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
を
作
り
、メ

ン
バ
ー
が
ガ
イ
ド
を
担
う
散
策
ツ
ア
ー

を
実
施
。
川
根
茶
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

美
し
き
茶
園
と
ご
縁
が
広
が
る

川
根
本
町
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

雄大な川と山に囲まれた邑は、新茶の時期に萌黄色に輝
きます。佐澤薬師堂から見える大井川の「鵜山の七曲り」、
川根の神様の集合場所だったと伝わる「神の瀬」も見所。

縁
カ
フ
ェ
、シ
イ
タ
ケ
狩
り
や
ア
マ
ゴ

の
つ
か
み
ど
り
な
ど
、地
場
産
品
を
活

か
し
た
田
舎
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

郷
土
料
理「
大
根
そ
ば
」も
復
活
さ

せ
ま
し
た
。こ
れ
は
、
大
根
を
た
っ
ぷ

り
加
え
た
そ
ば
を
、き
れ
い
な
皿
で
供

す
る
振
る
舞
い
料
理
で
、「
お
休
み
処

ま
き
や
」で
味
わ
え
ま
す
（
5
人
以
上

の
予
約
制
）
。
さ
ら
に
、
川
根
茶
を

使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
な
ど
を
開
発
。
今
後

は
、久
野
脇
の
お
茶
に
特
化
し
た
商
品

で
6
次
産
業
化
も
目
指
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、佐
澤
薬
師
で
60
年
に
一
度

の
大
祭
が
行
わ
れ
、
他
所
に
住
む
出

身
者
が
数
多
く
帰
郷
。一

方
、
本
尊
修
復
の
た
め

茶
園
・
川
・
鉄
道
を
望
む

絶
景
と「
縁
結
び
」で
邑
お
こ
し

に
募
っ
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
は
、
賛
同
者
の
7
割
が
邑
に
縁
の

な
い
人
た
ち
で
し
た
。ま
さ
に
、
縁
結

び
の
薬
師
如
来
が
元
か
ら
の
絆
を
深

め
、新
た
な
縁
も
つ
な
い
で
く
れ
た
よ

う
。
訪
れ
れ
ば
、
様
々
な
良
縁
に
出

会
え
そ
う
で
す
。

む
ら
の
声
#
0
3

Photo：クロダユキ
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大
井
川
鐡
道
・
塩
郷
駅
の
そ
ば
に

架
か
る
吊
り
橋
は
、
大
井
川
の
中
で

は
最
長
の
２
２
０
ｍ
。
線
路
の
上
を
渡

る
た
め
、レ
ト
ロ
な
電
車
や
Ｓ
Ｌ
が
真

下
に
見
え
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

「
恋
金
橋
」
と
い
う
通
称
は
、
対
岸
の

邑
に
祀
ら
れ
る
薬
師
如
来
が
身
分
差

の
あ
る
恋
を
叶
え
た
と
い
う
民
話
に

由
来
。そ
ん
な
橋
の
向
こ
う
に
ひ
っ
そ

り
と
開
け
た
久
野
脇
の
里
は
、近
年
、

「
縁
結
び
の
村
」と
し
て
話
題
で
す
。

　

川
根
本
町
の
南
部
に
あ
る
久
野
脇

地
区
は
、
恵
ま
れ
た
土
壌
や
川
霧
、

昼
夜
の
激
し
い
寒
暖
差
か
ら
、
町
内

で
も
特
に
上
質
な
川
根
茶
が
育
つ
茶

処
。
整
然
と
手
入
れ
さ
れ
た
茶
畑
は

美
し
く
、長
閑
で
清
々
し
い
空
気
が
漂

い
ま
す
。
中
で
も
「
ぬ
た
平
」
は
、
茶

園
が
広
が
る
集
落
に
雄
大
な
大
井
川

や
山
々
が
映
え
、
ダ
ム
や
鉄
道
も
一
望

で
き
る
景
色
が
圧
巻
で
す
。

　

吊
り
橋
や
川
辺
の
キ
ャ
ン
プ
場
は

観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
も
、
林
に
囲
ま

れ
た
邑
は
、
静
か
な
ま
ま
。
そ
こ
で
、

少
子
高
齢
化
が
進
む
邑
の
将
来
に
危

機
感
を
抱
い
た
有
志
が「
く
の
わ
き
未

来
の
会
（
Ｋ
Ｍ
会
）
」
を
結
成
。
外
部

か
ら
人
を
招
い
て
「
縁
結
び
」
を
テ
ー

マ
に
地
域
お
こ
し
を
始
め
ま
し
た
。

　

邑
に
は
、「
縁
結
び
」の
民
話
が
伝

わ
る
佐
澤
薬
師
堂
を
は
じ
め
、「
子

宝
」
の
子
持
ち
石
、「
安
産
・
子
育

て
」の
八
幡
神
社
、「
夫
婦
円
満
」の

夫
婦
滝
な
ど
、人
生
の
大
切
な
縁
に
ま

つ
わ
る
史
跡
が
点
在
。ま
さ
に
邑
全
体

が
良
縁
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
同

会
は
、
観
光
客
が
邑
中
を
散
策
で
き

る
よ
う
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
を
作
り
、メ

ン
バ
ー
が
ガ
イ
ド
を
担
う
散
策
ツ
ア
ー

を
実
施
。
川
根
茶
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

全長220ｍの「恋金橋」はスリリング！　大井川鐡道の列車が真下に見えます。

縁
カ
フ
ェ
、シ
イ
タ
ケ
狩
り
や
ア
マ
ゴ

の
つ
か
み
ど
り
な
ど
、地
場
産
品
を
活

か
し
た
田
舎
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

郷
土
料
理「
大
根
そ
ば
」も
復
活
さ

せ
ま
し
た
。こ
れ
は
、
大
根
を
た
っ
ぷ

り
加
え
た
そ
ば
を
、き
れ
い
な
皿
で
供

す
る
振
る
舞
い
料
理
で
、「
お
休
み
処

ま
き
や
」で
味
わ
え
ま
す
（
5
人
以
上

の
予
約
制
）
。
さ
ら
に
、
川
根
茶
を

使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
な
ど
を
開
発
。
今
後

は
、久
野
脇
の
お
茶
に
特
化
し
た
商
品

で
6
次
産
業
化
も
目
指
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、佐
澤
薬
師
で
60
年
に
一
度

の
大
祭
が
行
わ
れ
、
他
所
に
住
む
出

身
者
が
数
多
く
帰
郷
。一

方
、
本
尊
修
復
の
た
め

茶畑を含めた景観の
素晴らしさと区民の
人柄の良さが自慢です！

久野脇の自慢は、茶畑が全て
整備され、どこから見ても景
観が素晴らしいことと、地域
住民の人柄の良さ。それを未
来に継承し、一度邑を出た人
たちがまた戻って来たいと思
える故郷にすることを目標
に、今活動しています。皆さ
ん、空気もきれいで癒される
久野脇で、ぜひゆったりと過
ごしてみてください。川辺
にある親水公園キャンプ場
も星空が美しくておすす
めです。

❶佐澤薬師堂。毎年1月7～8日が例祭。昔は
7日の宵祭りに行われる「ひよんどり」が男
女の出会いの場で、縁結びの由来。
❷左上から諸田誠さん、筒井光夫さん、坂
本政司さん、大窪成子さん、諸田陽子さん
のKM会の皆さんと、藤枝市のカメラマンで
薬師如来修復に尽力したクロダユキさん。
❸美男で「妻薬師」とも呼ばれる佐澤薬師
瑠璃光如来は、全国からの善意により昨年
秋に修復完了。
❹恋金橋を渡った邑の入り口には、訪問者
の恋が叶うようにと作られた「恋がねの鐘」
があります。夜のイルミネーションもきれ
い。
❺対岸の塩郷駅では、久野脇をPRするリア
ルなおばさんの人形がお出迎え。

60年に 一 度 の 大 祭 で 邑 び と の 絆 を 再確認

に
募
っ
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
は
、
賛
同
者
の
7
割
が
邑
に
縁
の

な
い
人
た
ち
で
し
た
。ま
さ
に
、
縁
結

び
の
薬
師
如
来
が
元
か
ら
の
絆
を
深

め
、新
た
な
縁
も
つ
な
い
で
く
れ
た
よ

う
。
訪
れ
れ
ば
、
様
々
な
良
縁
に
出

会
え
そ
う
で
す
。

邑 び と メ ッ セ ー ジ

❶

❷

❸

「花桃のお手植え」（一般募集）
●期日／毎年２月下旬
●場所／三津間集落センター
●内容／三津間地区を花桃の里にすべく
地域外からも参加者を募集し植樹。３月下
旬～４月上旬には前年参加者を対象に花
桃の宴も開催。
●問い合わせ／一般社団法人エコティか
わね  ☎0547-58-7000

「佐澤薬師堂例祭」
●期日／毎年１月７日（宵祭り）、８日（本祭り）
●場所／佐澤薬師堂
●内容／７日夜の宵祭りでは邑人が肩を組
んで夜通し歌い踊る「ひよんどり」を開催。

「八幡神社例祭」
●期日／毎年10月16日直近の土曜日か
日曜日
●場所／八幡神社

event information

●新東名高速島田金谷ICか
ら国道473号、県道63・77
号経由で約30分 
●電車・バス／大井川鐡道
塩郷駅から徒歩約1分（恋金橋まで）

榛原郡川根本町久野脇

縁結びの村
くのわき
えんむすびのむらくのわき

Photo：クロダユキ

①③Photo：クロダユキ

久野脇名物「大根そば」。米が作れ
ない邑では代わりにそばを栽培。そ
れも貴重なため、昔は細切りの大根
でかさ増ししたぶっかけそばを客人
に振る舞っていたそう。食べる時は
ぜひ汁まで飲み干し、最後は皿も愛
でてみて。
「お休み処まきや」（川根本町久野脇
344-1）☎0547-56-0314
※現在は5名以上の予約制で提供

大根そば

❺

食べに
来て！

藤枝市出身。結婚を機に妻の実家の久野脇
へ。自動車部品会社を経営する傍ら、塩郷駅
近くで土産＆休憩処「せせらぎの郷」を営
む。趣味はゴルフと釣り。現在は「くのわき
未来の会」代表として地域おこしに尽力中。

筒井光夫さん

お散
歩マ
ップを

片手
に縁
結び
の

村を
巡ろう

！

❹

縁結びの村くのわき
の公式サイトが
できました！ 完成

しました！
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今
か
ら
1
2
0
0
年
前
、
奈
良
か
ら

の
遷
都
を
考
え
て
い
た
時
の
帝
・
桓
武

天
皇
は
、全
国
に
そ
の
候
補
地
を
探
し

ま
し
た
。そ
の
中
で
美
し
い
清
流
・
都

田
川
と
平
地
が
広
が
る
こ
の
地
を
「
こ

こ
が
都
だ
」
と
言
っ
た
と
い
う
伝
説
が

あ
り
ま
す
。
平
成
24
年
の
新
東
名
高

速
道
路
の
開
通
お
よ
び
、浜
松
S
A
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
設

で
、
県
内
外
か
ら
の
来
訪
者
は
増
加

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
分
野
か
ら
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
基
幹
産
業
の
農
業
に
目
を
向
け
れ

ば
、
人
気
観
光
施
設
の「
は
ま
ま
つ
フ

ル
ー
ツ
パ
ー
ク
」に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
エ
リ
ア
内
で
は
四
季
折
々
の
フ

ル
ー
ツ
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
い
ち
ご
で
は
、地
域
内
に
2
園
を
手

掛
け
る
い
ち
ご
狩
り
農
園
「
い
ち
ご
い

ち
え
」
が
、
人
気
の
あ
き
ひ
め
や
紅

ほ
っ
ぺ
を
可
能
な
限
り
農
薬
を
使
わ

ず
自
然
農
法
で
栽
培
し
、
多
く
の
来

場
者
で
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い

ま
す
。
加
え
て
稲
作
も
盛
ん
で
、
平
成

7
年
か
ら
同
21
年
度
ま
で
行
わ
れ
た

県
営
ほ
場
整
備
事
業
に
よ
り
、
蛇
行

し
て
い
た
都
田
川
の
河
川
改
修
と
農

地
の
大
区
画
化
で
大
型
機
械
に
よ
る

営
農
が
実
現
。
最
大
で
15
　
の
水
田

を
耕
作
す
る
農
家
も
誕
生
し
ま
し

里
山
の
原
風
景
が
広
が
る
、

か
つ
て
の
都
の
候
補
地
！

産
業
の
融
合
で
活
気
あ
る
邑
づ
く
り

秋には「水と緑北部の会」の活動で植栽した彼岸花が、
地区特産の水田と美しいコントラストを描きます。

た
。「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
や
「
ひ
と
め
ぼ

れ
」
、さ
ら
に
銘
酒
「
花
の
舞
」の
酒
米

も
生
産
さ
れ
、
農
業
の
高
齢
化
問
題

に
立
ち
向
か
い
な
が
ら
、
浜
松
北
部

を
代
表
す
る
農
村
地
域
と
し
て
の
地

位
を
確
立
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
19
年
度
に
は
都
田
上
土
地
改
良

区
、川
山
・
新
木
・
須
部
・
横
尾
の
4
自

治
会
、
都
田
川
漁
協
、
都
田
小
学
校
の

代
表
者
で
「
水
と
緑
北
都
の
会
」
を
設

立
。
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
と

し
て
、
土
地
改
良
区
内
の
維
持
管
理
を

す
る
と
と
も
に
、
芝
桜
や
彼
岸
花
の
植

栽
、
小
学
生
が
地
元
農
家
の
指
導
で
行

う
田
植
え
、
稲
刈
り
、
女
性
部
の
協
力

に
よ
り
収
穫
し
た
お
米
を
使
っ
た
五
平

餅
作
り
な
ど
、
農
業
の
楽
し
さ
や
大
切

さ
を
次
世
代
に
繋
げ
る
活
動
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　
古
の
歴
史
ロ
マ
ン
か
ら
産
業
技
術
の

美
味
し
い
郷
土
の
自
然
の
恵
み
を

次
世
代
に
も
伝
え
る
取
り
組
み

発
展
を
経
て
、
近
年
の
お
洒
落
な
カ

フ
ェ
エ
リ
ア
に
至
る
ま
で
、
時
代
に
応

じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
顔
を
見
せ
る
都
田

地
区
。そ
の
根
底
に
あ
る
豊
か
な
四
季

の
恵
み
と
里
山
の
原
風
景
は
、こ
れ
か

ら
も
邑
の
原
動
力
と
し
て
、こ
の
地
を

支
え
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

む
ら
の
声
#
0
4

❶

ha
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今
か
ら
1
2
0
0
年
前
、
奈
良
か
ら

の
遷
都
を
考
え
て
い
た
時
の
帝
・
桓
武

天
皇
は
、全
国
に
そ
の
候
補
地
を
探
し

ま
し
た
。そ
の
中
で
美
し
い
清
流
・
都

田
川
と
平
地
が
広
が
る
こ
の
地
を
「
こ

こ
が
都
だ
」
と
言
っ
た
と
い
う
伝
説
が

あ
り
ま
す
。
平
成
24
年
の
新
東
名
高

速
道
路
の
開
通
お
よ
び
、浜
松
S
A
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
設

で
、
県
内
外
か
ら
の
来
訪
者
は
増
加

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
分
野
か
ら
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
基
幹
産
業
の
農
業
に
目
を
向
け
れ

ば
、
人
気
観
光
施
設
の「
は
ま
ま
つ
フ

ル
ー
ツ
パ
ー
ク
」に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
エ
リ
ア
内
で
は
四
季
折
々
の
フ

ル
ー
ツ
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
い
ち
ご
で
は
、地
域
内
に
2
園
を
手

掛
け
る
い
ち
ご
狩
り
農
園
「
い
ち
ご
い

ち
え
」
が
、
人
気
の
あ
き
ひ
め
や
紅

ほ
っ
ぺ
を
可
能
な
限
り
農
薬
を
使
わ

ず
自
然
農
法
で
栽
培
し
、
多
く
の
来

場
者
で
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い

ま
す
。
加
え
て
稲
作
も
盛
ん
で
、
平
成

7
年
か
ら
同
21
年
度
ま
で
行
わ
れ
た

県
営
ほ
場
整
備
事
業
に
よ
り
、
蛇
行

し
て
い
た
都
田
川
の
河
川
改
修
と
農

地
の
大
区
画
化
で
大
型
機
械
に
よ
る

営
農
が
実
現
。
最
大
で
15
　
の
水
田

を
耕
作
す
る
農
家
も
誕
生
し
ま
し

た
。「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
や
「
ひ
と
め
ぼ

れ
」
、さ
ら
に
銘
酒
「
花
の
舞
」の
酒
米

も
生
産
さ
れ
、
農
業
の
高
齢
化
問
題

に
立
ち
向
か
い
な
が
ら
、
浜
松
北
部

を
代
表
す
る
農
村
地
域
と
し
て
の
地

位
を
確
立
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
19
年
度
に
は
都
田
上
土
地
改
良

区
、川
山
・
新
木
・
須
部
・
横
尾
の
4
自

治
会
、
都
田
川
漁
協
、
都
田
小
学
校
の

代
表
者
で
「
水
と
緑
北
都
の
会
」
を
設

立
。
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
と

し
て
、
土
地
改
良
区
内
の
維
持
管
理
を

す
る
と
と
も
に
、
芝
桜
や
彼
岸
花
の
植

栽
、
小
学
生
が
地
元
農
家
の
指
導
で
行

う
田
植
え
、
稲
刈
り
、
女
性
部
の
協
力

に
よ
り
収
穫
し
た
お
米
を
使
っ
た
五
平

餅
作
り
な
ど
、
農
業
の
楽
し
さ
や
大
切

さ
を
次
世
代
に
繋
げ
る
活
動
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　
古
の
歴
史
ロ
マ
ン
か
ら
産
業
技
術
の

都田八景と言われる
美しい景観を
ぜひ味わって！

都田には天竜浜名湖鉄道
の橋梁やフルーツパーク
の他にも、水平天井が珍
しい鍾乳洞「鷲沢風穴」、
国選択無形民俗文化財の
祭典「滝沢のおくない」な
ど、美しい都田八景が制
定されています。心のふ
るさと都田地区にぜひお
越しください。

❶❷一社一村しずおか運動に参
加し、芝桜の植栽などを行ってい
ます。ネクスコ中日本と（株）鈴
生が共同出資した「中日本ファー
ムすずなり」にも土地を貸与。レ
タス植え付け式にはネクスコの
社長も参加。
❸❹都田小学校と連携。主に5年
生を対象に田植えや稲刈りを行
い、できたお米で五平餅を作るな
ど、育てることの意義を学んでい
ます。
❺❻都田橋梁を行く天竜浜名湖
鉄道、都田駅のオシャレな「駅
Cafe」。駅より徒歩13分の「ド
ロフィーズキャンパス」も北欧の
暮らしが体感できる人気エリア。

時 代 に 応 じ て 多 彩 な 魅 力 を 放 つ エ リ ア

発
展
を
経
て
、
近
年
の
お
洒
落
な
カ

フ
ェ
エ
リ
ア
に
至
る
ま
で
、
時
代
に
応

じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
顔
を
見
せ
る
都
田

地
区
。そ
の
根
底
に
あ
る
豊
か
な
四
季

の
恵
み
と
里
山
の
原
風
景
は
、こ
れ
か

ら
も
邑
の
原
動
力
と
し
て
、こ
の
地
を

支
え
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

●車／浜松市中心部より約40分、新東名高
速浜松SAスマートICより約15分 
●バス／天竜浜名湖鉄道・都田駅またはフ
ルーツパーク駅下車。JR浜松駅より遠州鉄
道バス都田行きに乗車、約50分

浜松市北区都田町5563-21
（天竜浜名湖鉄道都田駅）

都田地区
みやこだちく

邑 び と メ ッ セ ー ジ

❶

❷

❸

森上鎭男さん
右：都田上土地改良区 会計理事

川合巖さん
中：都田上土地改良区 理事長

波多野晃さん
左：都田上土地改良区 副理事長

酸味と甘みのバランスが人気
のあきひめ。いちご狩りシー
ズンは1月から5月まで。
（撮影協力：いちごいちえ）

ふるさとはフルーツ王国

❹

❺

❻

食べに
来て！
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富
士
宮
市
原
地
区
、
な
だ
ら
か
な
裾
野
を

広
げ
た
富
士
山
が
ひ
と
き
わ
大
き
く
見
え
る

「
白
糸
の
里
」
は
、
「
平
成
棚
田
」
や
親
水

公
園
を
中
心
に
地
域
の
景
観
や
文
化
を
守
る

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
平
成
14
（
２
０
０

２
）
年
に
は
原
営
農
作
業
受
委
託
組
合
が
設

立
さ
れ
、
「
白
糸
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
を
生
産
し

て
い
ま
す
。
ピ
ア
ノ
の
調
律
師
の
か
た
わ
ら

兼
業
で
農
業
を
営
む
村
松
正
章
さ
ん
（
69
）

は
、
か
つ
て
自
分
が
先
輩
方
に
学
ん
だ
よ
う

に
、
若
い
人
に
つ
な
げ
た
い
と
の
思
い
か
ら

組
合
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
冬
場
の
水
田

活
用
に
始
め
た
「
水
か
け
菜
」
は
、
寒
さ
厳

し
い
２
月
の
収
穫
作
業
で
す
が
、
漬
け
物
は

味
が
よ
い
と
評
判
で
す
。

　

邑
の
活
動
を
率
い
る
「
い
い
な
故
里
は
、

守
ろ
う
原
睦
み
会
」
は
、
平
成
19
（
２
０
０

７
）
年
に
始
ま
り
、
現
在
、
佐
藤
俊
治
さ
ん

（
73
）
が
代
表
を
務
め
て
い
ま
す
。
宇
居
邦

明
さ
ん
（
68
）
は
20
年
前
に
東
京
か
ら
転
居

し
て
白
糸
に
惚
れ
込
み
、
前
代
表
だ
っ
た

故
・
酒
井
良
則
さ
ん
に
誘
わ
れ
て
、
事
務
局

を
引
き
受
け
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
秋
に
は
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
、
冬
に
は
竹
灯
籠
祭
り

な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
、
竹
灯
籠
の

幻
想
的
な
風
景
に
多
い
時
は
１
万
人
の
来
場

者
を
誇
り
ま
し
た
。
資
金
は
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
呼
び
か
け
る
な
ど
ア
イ

デ
ア
溢
れ
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
現
在
１１
人
い
る
白
糸
の
里
役
員
の

平
均
年
齢
は
73
歳
。
こ
の
先
、
誰
が
活
動
を

支
え
る
の
か
、
課
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　

実
は
前
出
の
酒
井
良
則
さ
ん
は
、
次
世
代

へ
農
業
を
引
き
継
ぐ
に
は
営
農
組
合
だ
け
で

な
く
、
会
社
組
織
に
し
て
地
元
の
雇
用
を
生

ま
な
く
て
は
と
、
平
成
３０（
２
０
１
８
）
年
に

「
株
式
会
社
白
糸
フ
ァ
ー
ム
」
を
設
立
し
て

い
ま
し
た
。
農
地
６
ha
で
地
元
の
お
年
寄
り

を
３
名
雇
用
し
、
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
矢

先
、
末
期
が
ん
が
見
つ
か
り
、
令
和
２（
２
０

２
０
）
年
に
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
の
で
す
。

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
良
則
さ
ん
の
急
逝

に
、
邑
の
皆
さ
ん
が
途
方
に
暮
れ
る
中
、
予

想
も
し
な
か
っ
た
大
展
開
が
あ
り
ま
し
た
。

　

良
則
さ
ん
の
長
女
で
、
富
士
宮
市
内
で
結

婚
し
、
美
容
サ
ロ
ン
を
経
営
し
て
い
た
渡
邉

亜
子
さ
ん
が
、
な
ん
と
株
式
会
社
白
糸

フ
ァ
ー
ム
を
引
き
継
い
で
く
れ
た
の
で
す
。

雑
草
１
本
抜
い
た
こ
と
の
な
い
亜
子
さ
ん
で

し
た
が
、
父
の
病
床
で
の
並
々
な
ら
ぬ
地
域

へ
の
思
い
を
知
り
、
誰
か
が
継
が
な
け
れ
ば

い
け
な
い
、
誰
も
い
な
い
な
ら
自
分
し
か
い

な
い
と
決
断
し
た
そ
う
で
す
。
農
業
の
経
験

は
な
く
と
も
、
経
営
に
お
い
て
は
ど
の
商
売

も
同
じ
と
、
去
年
秋
の
稲
刈
り
か
ら
引
き
継

ぎ
ま
し
た
。
邑
の
皆
さ
ん
も
こ
れ
に
は
驚
い

た
り
喜
ん
だ
り
、
手
伝
わ
な
く
ち
ゃ
な
ら
な

い
わ
の
大
騒
ぎ
で
す
。

　

亜
子
さ
ん
い
わ
く
、
農
作
業
は
や
っ
て
み

る
と
「
楽
し
く
て
し
ょ
う
が
な
い
」
。
機
械

に
乗
る
の
も
、
一
人
で
黙
々
と
作
業
を
す
る

の
も
ス
ト
レ
ス
発
散
に
な
り
、
接
客
サ
ー
ビ

ス
や
何
人
も
の
ス
タ
ッ
フ
を
束
ね
る
美
容
サ

ロ
ン
経
営
と
は
、
真
逆
の
脳
が
働
き
、
活
性

化
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

自
身
も
５
人
の
子
を
持
つ
母
で
、
学
校

事
務
や
学
童
で
教
育
に
も
携
わ
っ
て
き
た

亜
子
さ
ん
（
し
か
も
夫
は
教
員
）
に
は
、
夢

が
あ
る
そ
う
で
す
。
子
ど
も
に
食
べ
さ
せ
た

い
安
全
な
お
コ
メ
を
作
る
こ
と
、
農
地
を
増

や
し
て
経
営
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
、
田
ん
ぼ

の
学
校
を
作
っ
て
、
様
々
な
個
性
の
子
ど
も

や
人
々
が
農
と
触
れ
合
う
場
を
作
る
こ
と

で
す
。
４０
代
、
女
性
、
経
営
者
と
い
う
、
今

ま
で
な
か
っ
た
感
性
と
強
み
を
持
っ
て
邑

に
仲
間
入
り
し
て
く
れ
た
亜
子
さ
ん
。
話

を
聞
く
う
ち
に
、
父
の
良
則
さ
ん
の
導
き

と
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
先
人
た

ち
の
思
い
を
受
け
継
い
で
き
た
邑
の
農
業

は
、
新
し
い
白
糸
の
里
と
し
て
再
出
発
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

静
岡

県
ふじ
のくに美しく品格のある

邑
づ
く
り
推
進
委
員

小谷あゆみの
「むらレポ」
Vol.

小谷あゆみ

フリーアナウンサー／農業ジャー
ナリスト 野菜をつくるベジアナとし
て農ある暮らしを提唱。全国の農
村を取材。ＮＨＫＥテレ「ハートネッ
トTV 介護百人一首」司会、ブログ
「ベジアナの野菜畑チャンネル」
静岡県ふじのくに美しく品格のあ
る邑づくり推進委員、農林水産省
世界農業遺産等専門家会議委員
棚田学会評議員

左から、村松正章さん、佐藤俊治さん、渡邉亜子さん、宇居邦明さん

女性経営者が受け継ぐ思い

わたしがやらなきゃ誰がやる!?

白糸の里
しらいとのさと

富士宮市原

●車／東名高速富士ICまたは富士川ス
マートICから約35分、新東名高速新富
士ICから約35分
新東名高速新富士ICから約35分 
●電車・バス／JR富士宮駅から富士急
バス「白糸の滝」行き「白糸の滝」下車

今回はオンラインで
取材を行いました！

今年度は

棚田特集
「棚田地域振興法」制定など

棚田を取り巻く
環境が変わるなか、
活動に取り組む人々の
姿を特集します。
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な
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を
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田
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や
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０
０
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19
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に
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現
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治
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け
る
な
ど
ア
イ

デ
ア
溢
れ
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
現
在
１１
人
い
る
白
糸
の
里
役
員
の

平
均
年
齢
は
73
歳
。
こ
の
先
、
誰
が
活
動
を

支
え
る
の
か
、
課
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　

実
は
前
出
の
酒
井
良
則
さ
ん
は
、
次
世
代

へ
農
業
を
引
き
継
ぐ
に
は
営
農
組
合
だ
け
で

な
く
、
会
社
組
織
に
し
て
地
元
の
雇
用
を
生

ま
な
く
て
は
と
、
平
成
３０（
２
０
１
８
）
年
に

「
株
式
会
社
白
糸
フ
ァ
ー
ム
」
を
設
立
し
て

い
ま
し
た
。
農
地
６
ha
で
地
元
の
お
年
寄
り

を
３
名
雇
用
し
、
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
矢

先
、
末
期
が
ん
が
見
つ
か
り
、
令
和
２（
２
０

２
０
）
年
に
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
の
で
す
。

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
良
則
さ
ん
の
急
逝

に
、
邑
の
皆
さ
ん
が
途
方
に
暮
れ
る
中
、
予

想
も
し
な
か
っ
た
大
展
開
が
あ
り
ま
し
た
。

　

良
則
さ
ん
の
長
女
で
、
富
士
宮
市
内
で
結

婚
し
、
美
容
サ
ロ
ン
を
経
営
し
て
い
た
渡
邉

亜
子
さ
ん
が
、
な
ん
と
株
式
会
社
白
糸

フ
ァ
ー
ム
を
引
き
継
い
で
く
れ
た
の
で
す
。

雑
草
１
本
抜
い
た
こ
と
の
な
い
亜
子
さ
ん
で

し
た
が
、
父
の
病
床
で
の
並
々
な
ら
ぬ
地
域

へ
の
思
い
を
知
り
、
誰
か
が
継
が
な
け
れ
ば

い
け
な
い
、
誰
も
い
な
い
な
ら
自
分
し
か
い

な
い
と
決
断
し
た
そ
う
で
す
。
農
業
の
経
験

は
な
く
と
も
、
経
営
に
お
い
て
は
ど
の
商
売

も
同
じ
と
、
去
年
秋
の
稲
刈
り
か
ら
引
き
継

ぎ
ま
し
た
。
邑
の
皆
さ
ん
も
こ
れ
に
は
驚
い

た
り
喜
ん
だ
り
、
手
伝
わ
な
く
ち
ゃ
な
ら
な

い
わ
の
大
騒
ぎ
で
す
。

　

亜
子
さ
ん
い
わ
く
、
農
作
業
は
や
っ
て
み

る
と
「
楽
し
く
て
し
ょ
う
が
な
い
」
。
機
械

に
乗
る
の
も
、
一
人
で
黙
々
と
作
業
を
す
る

の
も
ス
ト
レ
ス
発
散
に
な
り
、
接
客
サ
ー
ビ

ス
や
何
人
も
の
ス
タ
ッ
フ
を
束
ね
る
美
容
サ

ロ
ン
経
営
と
は
、
真
逆
の
脳
が
働
き
、
活
性

化
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

自
身
も
５
人
の
子
を
持
つ
母
で
、
学
校

事
務
や
学
童
で
教
育
に
も
携
わ
っ
て
き
た

亜
子
さ
ん
（
し
か
も
夫
は
教
員
）
に
は
、
夢

が
あ
る
そ
う
で
す
。
子
ど
も
に
食
べ
さ
せ
た

い
安
全
な
お
コ
メ
を
作
る
こ
と
、
農
地
を
増

や
し
て
経
営
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
、
田
ん
ぼ

の
学
校
を
作
っ
て
、
様
々
な
個
性
の
子
ど
も

や
人
々
が
農
と
触
れ
合
う
場
を
作
る
こ
と

で
す
。
４０
代
、
女
性
、
経
営
者
と
い
う
、
今

ま
で
な
か
っ
た
感
性
と
強
み
を
持
っ
て
邑

に
仲
間
入
り
し
て
く
れ
た
亜
子
さ
ん
。
話

を
聞
く
う
ち
に
、
父
の
良
則
さ
ん
の
導
き

と
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
先
人
た

ち
の
思
い
を
受
け
継
い
で
き
た
邑
の
農
業

は
、
新
し
い
白
糸
の
里
と
し
て
再
出
発
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

機械も入れ
る

大規模な

“平成棚田”!

水かけ菜の緑が冬の棚田を彩ります

女
性
経
営
者
の
視
点
で

新
し
い
農
の
価
値
の
時
代

クラウドファンディング
で関係作り！
返礼品の農作業体験
で白糸ファンを獲得！

初めての

収穫！

富士山の
湧水の賜物！

白糸コシヒカリと
水かけ菜

亜子ちゃん達は邑の
希望の星です！

私たち世代も、白糸を
繋いでいく力に！
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茅野の隠された魅力を
世界へ！

W
A

S
ED

A
 U

N
IV

ER
S

IT
Y

伊豆市茅野地区は、水も澄んで綺麗で
ワサビをはじめとした豊富な農産物に
囲まれていて、人も暖かく大変住みや
すい自然豊かな集落です。そんな茅
野地区の地元住民の方々と協力し、
我々は茅野地区の魅力をもっと知っ
てほしい！もっとたくさんの人に来
てほしい！もっとたくさんの人に住
んでほしい！そんな思いを胸に
日々活動に勤しんでいます。

　茅野地区にとってワサビは地域の特産品で
す。みなさんは茅野のワサビを食べたことがあ
りますか？現地調査の際に地元の方々に作っ
ていただいたワサビ丼などのワサビを使った料
理は今まで辛いというイメージしかなかった
のに、自分でも驚くほどとても美味しくて絶品
でした。そんなワサビに対して少し抵抗がある
人でも楽しむことができるのは茅野の綺麗な
水で育ったワサビが新鮮だからです。このよう
な特産品をより多くの人に味わってもらいたい
と思い、自分たちの活動に取り組んでいます。

　特産品を紹介してきましたが、それだけでは
ありません。茅野地区にはぜひ足を運んでも
らいたい景色がいくつもあります。今回はその
中でも特におすすめの浄蓮の滝を紹介しま
す。浄蓮の滝は日本の滝100選にも選ばれて
いる大変見応えがある滝です。他の滝と比べ
てもとても滝の水量が多く水も澄んでいて風
情を感じさせます。壮大な雰囲気も漂ってお
り、写真スポットにはピッタリです。空気が澄
んでいてマイナスイオンも体感できるのでぜ
ひ茅野に訪れた際は足を運んでみてはいかが
でしょうか。

　私たち落合ゼミは約1年ほど前から茅野
地区の住民の方々に協力いただき、農村地
域についての研究活動を行っています。広報
班や観光班、食資源活用班など内容は多岐
にわたり定期的に住民の方々と話し合いを
行いながらより良い茅野地区を目指して提
案をさせていただいています。昨年はコロナ
ウイルスの影響でオンラインでの活動が主
にはなってしまいましたが、その分意見のブ
ラッシュアップもできたのではないかと感じ
ています。コロナ禍が明けた際にはまたぜひ
現地に足を運び地元の方々の生の声を聞き
たいです。

伊豆半島のほぼ中央に位置し、天
城連山や鉢窪山（はちくぼやま）、
浄蓮の滝など深い自然に囲まれた
地域で、集落には「茅野の棚田」が
広がります。茅野の棚田を守る「は
ちくぼ会」や地域の若手が集う「茅
野塾」が中心となって、地域の保全
や魅力発信を行っています。

●車／東名高速沼津
ICから東駿河湾道路―
修善寺道路―国道
136号―414号経由
で約50分（約16㎞）
●電車・タクシー／伊
豆箱根鉄道修善寺駅
から東海バス天城線
（昭和の森・河津駅方
面）で約36分

伊豆市湯ケ島892‐66
（かたつむり）

ワサビをもっと多くの人に
届けたい！

食べ物だけじゃないよ！
茅野の隠れた絶景！

落合ゼミと
茅野の方々との関わり

文：星野睦貴（早稲田大学社会科学部 3年）

いずのやね
茅野
いずのやねかやの

浄蓮の滝

茅野地区の
わさび田

茅野の
棚田と
鉢漥山

獣害用ネット
設置を
お手伝い！

茅野地区の
みなさんと
意見交換！

私たち早稲田大学社会科
学部落合ゼミでは農村デ
ザイン研究をテーマに農
村地域の活性化に貢献す
ることをスローガンに掲
げ、いくつかの班にわかれ
て活動しています。

Fieldwork report
フィールドワークレポート早稲田大学

むらのおと 13



朝霧高原の南側に広がる猪之頭地区は、広大な森林がも
たらす湧水に恵まれた「湧水の里」。全国トップの養殖ニジ
マスや皇室献上米、ワサビなど上質な産品を育んでいま
す。少子高齢化対策のため地域で発足した「猪之頭振興
協議会」を中心として、「五感deヒーリング」をスローガン
に、積極的な移住促進や地域活性化へ取り組んでいます。

むらのおとフォリナーズアイ

富士宮市猪之頭215-1（猪之頭区民館）
●車／新東名高速新富士ICまたは東名高速
富士ICから約45分
●電車・バス／JR身延線富士宮駅から富士
急静岡バス猪の頭行き「猪の頭小学校」下
車、徒歩１分

左から、植松事務局長、パメラさん、ソギョンさん、佐野区長、髙野理事長

五感で癒される
湧水の里いのかしら
ごかんでいやされるゆうすいのさといのかしら

外国人観光客向けの
ツアープログラムを体験
　少子高齢化による人口の減少、自然の荒廃
といった地域の課題と直面し、「小さくても輝
く地域として生き残る」邑づくりに向けて取り
組むお話を伺いました。その中でも、外国人観
光客を呼び込む活動に注目しました。静岡ツー
リズムビューロー（TSJ）と連携し、2019年に
は清水港に入港した外国人観光客を受け入れ
たとのこと。欧米からの観光客が、地域のツ
アープログラムを満喫したそうです。私たちも、
そのツアーを体験しました。
　最初は、猪之頭で育てられているニジマス
や山葵を使用した料理。淡水魚特有の生臭さ
はなく、特にすりおろした生山葵が辛くないこ
とに驚きました。地域の食材を利用した料理
はどれも美味しく、また地域の方から丁寧に説
明をいただき、この地域の自然と人の気持ち
に触れることができました。

　次に、ツアーで回った現地に足を運びまし
た。富士養鱒（ようそん）場では、ニジマスへの
餌やりを体験しました。餌を狙って集まってく
るニジマスはとても大きく、成長後は日本全国
に出荷されているとのこと。田丸屋のわさび園
では、山葵田で生育方法や効能について学
び、生の山葵を手に取り、茎や葉を食べてみま
した。韓国では山葵を栽培する農家がとても
珍しいので、水だけで育てて、捨てる部分のな
い山葵の魅力を実感しました。源頼朝が近く
に陣を敷いたことが由来の陣馬の滝、穏やか
な雰囲気に包まれている小田貫湿原にも足を
運び、自然環境と共に生きてきた猪之頭地域
の暮らしと歴史に触れることができました。
　「単に多くの観光客に来てもらうのではな
く、この地域の美しい自然環境と魅力を守れ
る持続可能な地域を作っていきたい」と話す
猪之頭振興協議会の方々の言葉には、地域へ
の誇りと強い意志を感じました。自然と調和し
ながら、移住の促進だけでなく、外国人観光
客の誘致にも挑戦する猪之頭地域の人たち。
これからの活動を応援したいと感じました。
（文：イ・ソギョン）
　雪の日に、富士山の麓にある小さな邑、
猪之頭地区を訪れました。美しい自然、地
域の食材で作った料理、野外活動を楽しめ

ることが印象に残りましたが、何よりも、地元
の方のおもてなしの心に感動しました。少子高
齢化の問題を抱えていますが、豊富な湧水、多
彩な食材、素晴らしい自然に囲まれているの
で、移住する場所として、魅力的なところです。
海外の観光客には、猪之頭はあまり知られて
いない場所ですが、富士山周辺の宝だと思い
ます。（文：パルマ・パメラ）

近年、富士宮市は雄大な富士山の姿を望みな
がら楽しめるアウトドア体験で、国内外の注目
が集まっています。今回は、富士山の西麓に広
がる猪之頭地区を訪問し、地域振興に向けた
地域の取り組みとツアープログラムを取材しま
した。豊かな森林、富士山の湧水、その恵みか
ら生まれる豊富な自然資源を持ち、自然環境と
の調和が息づいている素敵な場所でした。

持続可能な地域をつくり、
世界を迎える

パルマ・パメラ
【フィリピン】

静岡県くらし・環境部多文化共生課
国際交流員

取材日はなんと大雪！
雪化粧された陣場の滝は、
なんとも厳かな雰囲気です。

魚の餌やりはフィリピンには無い文
化です！海外の人にはとても受けが
よいコンテンツだと感じました。

伏流で育った山葵は、
根っこまで食べることがで
きます。噛むと山葵特有
の辛みが広がります。

【韓国】

静岡県くらし・環境部多文化共生課  
国際交流員

イ・ソギョン

ニジマスの刺身
とフライに、山
葵の天ぷら、献
上米…猪之頭は
食の宝庫です！
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平成28年お米日本一コ
ンテストで金賞を受賞
した「高天神コシヒカ
リ」は要チェック！
JA遠州夢咲の拡販所
で購入可能です。

展望台からは
牧之原台地の
茶園、水田、遠州
灘まで一望で
きます。

秋に開催される手作りのカカシ祭りで知られ
る新野地区。春から初夏は、八幡平の城跡に
近い「新野水のめぐみ公園」がおすすめ。ビ
オトープと芝生広場からなる水辺の公園は、
蛍の鑑賞地としても有名。5月頃に咲く菖蒲
の花など、四季折々の花も楽しめます。

一
年
を
通
じ
て
楽
し
め
る
花
の
公
園

地
域
に
根
差
し
た
公
園
は

里
山
の
魅
力
が
満
載

「ふじのくに美しく品格のある邑」をエリアごとに案内する
「むらとりっぷ」。今号は中遠南部エリアのおすすめスポット
を紹介。春色に染まる日本の原風景を見つけてください。

●期間／5月上旬～中旬
●交通／車：東名高速相良牧之原ICまたは菊川
ICから約35分／新東名高速島田金谷
ICから約45分 ※無料駐車場あり
電車：JR菊川駅からしずてつバス
菊川浜岡線「新野」下車（約40分）

　御前崎市新野4320-1

N

あらさわふるさと公園
（茶園ピクニック、鯉のぼり揚げ）

新野水のめぐみ公園（菖蒲の花）

☎0537-85-1124（御前崎市管理課）江戸時代に築かれた「嶺田用水」の恵
みを受け、約1haの水田にレンゲの花が
咲き誇ります。地域には命と引き換えに
用水を実現させた中条右近太夫を祀る
井之宮神社や、国の重要文化財「黒田
家代官屋敷」を紹介する資料館も。歴
史を感じる旅へ出かけましょう。

レ
ン
ゲ
と
歴
史
ス
ポ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
旅
へ

レンゲ畑と嶺田用水

●期間／4月中旬～下旬
●交通／車：東名高速菊川ICから車で約
20分　
　電車・バス：JR菊川駅からしずてつバス
菊川浜岡線「平田」下車、徒歩15分

　菊川市嶺田
☎0537-35-2114（菊川市農林課）

小高い山あいの平野部に水田が広が
る高天神の里。地域には戦国時代、
難攻不落の名城と言われた高天神城
の城址が静かに佇んでいます。例年
３月の最終日曜は、城を守護する神
様が里帰りする「高天神社例大祭」
の日。歴史ファンで賑わいます。

歴
史
フ
ァ
ン
必
見
の
名
城
と
大
祭

●期間／3月最終日曜
日（例大祭）
●交通／車：東名高速
掛川ICから約15分
　電車：JR掛川駅から
しずてつバス掛川大
東浜岡線「土方」下
車、徒歩15分

　掛川市上土方嶺向

高天神城址と高天神社

☎0537-21-1121
（掛川市観光・シティプロモーション課）

　御前崎市新野963
☎0537-86-7517（御前崎市管理課）
●時間／10：00～16：00　●休日／月曜

東名高速道路

新野水のめぐみ公園

高天神城址と高天神社

そよかぜ広場の菜の花畑

レンゲ畑と嶺田用水

409
403

41

37

愛野

袋井

掛川

掛川IC
袋井IC

春、広大な公園には梅や桜などの花が
咲き誇ります。約70匹の鯉のぼりが園
内を雄大に泳ぐ姿も必見。新緑の茶園
ピクニックしながら茶摘みができるイ
ベントも開催予定。ビオトープ、棚田、
茶園、そして花々。「里山」を丸ごと味
わった後は、併設の直売所「ほい！
かって家」やバーベキュー場で御前崎
の食を味わってみてください。
　 御前崎市下朝比奈158-7
☎0537-85-8230（あらさわふるさと公園）
●期間／鯉のぼり揚げ：4月上旬～5月上旬
　　　　茶園ピクニック：4月上旬
●時間／8：00～17：00（直売所・食事処
は～15：30）　●休日／木曜
●交通／車：東名高速菊川ICまたは相良牧
之原ICから約20分
　電車・バス：JR菊川駅からしずてつバス
菊川浜岡線「木ヶ谷」下車

10月に開催さ
れる「カカシ祭
り」。新野川沿い
に手作りカカシ
がずらり。

鯉のぼりが泳
ぐ姿は、春の
恒例行事！

朝比奈

カカシ祭りの里 新野

嶺田用水の里

高天神の里

（諸井里山の会）

（高天神の里）

（とうもんの里）

（そよかぜ広場）

（いまい保全の会）

（カカシ祭りの里 新野）

（嶺田用水の里）

中遠南部エリア

菊川市

御前崎市

牧之原市

掛川市

袋井市

150

150

473 150

1

御前崎灯台

イオンタウン浜岡

大東総合
運動公園

エコパスタジアム
法多山

御前崎遠州灘県立
自然公園 浜岡砂丘

菊
川

東海
道新
幹線

東海
道本
線

あらさわふるさと公園
（朝比奈）

諸井里山の鯉のぼり

一面の田園風景
「とうもん」

フルティカトマト

（御前崎市・菊川市・掛川市・袋井市）

直売所「よってかまい」

菖蒲の花が咲く水辺は、
散策に最適です。

寄って
みて!

毎年、レンゲの植栽
と花摘みイベント
が行われます。

井之宮神社のすぐ近くに嶺田用水が
通っています。

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、各イベントは中止に
なる可能性があります。
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見渡す限りの
田園風景は
圧巻です。

こ
れ
ぞ
美
し
い
日
本
の
原
風
景
！

風
そ
よ
ぐ
里
山
に
踊
る
1
0
0
匹
の
鯉
の
ぼ
り

諸井里山の鯉のぼり

フルティカトマト

●交通／車：東名高速袋井ICから約5分
電車・バス：JR袋井駅から
自主運行バス「三川・今
井・袋井駅線」乗車、
「今井コミュニティセ
ンター」下車

一面の田園風景「とうもん」

二級河川太田川の中流域に広がる水田地帯では、「いま
い保全の会」が、遊休農地や空き温室を活用して作物の
栽培を盛んに行っています。特に中玉トマト「フルティ
カ」は糖度が高くてリコピンが豊富。食感も抜群の一級
品です。ぜひ味わってみて。

子どもの成長を願って掲げられる100匹近
い鯉のぼりが、里山の谷あいを埋め尽くし
ます。4月にはチューリップや桜も咲き、袋
井市街を見渡す展望台も爽快。地域の人た
ちがつくり出した里山を、カメラを持って
散策してみませんか？

南遠州浅羽平野に広がる約1000ha
もの水田地帯「とうもん（田面、稲
門）」は県内随一の米どころ。とう
もんの里総合案内所は、広大な「田
園空間博物館」の拠点として、通年
で直売やイベントを実施していま
す。3月下旬に「とうもんまつり」、
5月上旬に「新茶まつり」を開催予
定。朝採れ野菜や地域の特産市、体
験を楽しみましょう！

フ
ル
ー
ツ
み
た
い
な

中
玉
ト
マ
ト
は
必
食
の
美
味

3月下旬に
「菜の花まつ
り」を開催。菜の
花料理が振る
舞われます。

　 掛川市山崎233
☎0537-48-0045（とうもんの
里総合案内所）
●時間／9：00～17：00　
●休日／火曜
●交通／車：東名高速掛川ICか
ら県道403号線大須賀方面、
案内看板右折（約25分）
　電車・バス：JR袋井駅からしず
てつバス中遠線「七軒町」下
車、徒歩5分

楽
し
さ
全
開
！
手
作
り
の
花
畑

そよかぜ広場の菜の花畑

　掛川市大坂7373　
　掛川市文化会館シオーネ
西側
●期間／3月下旬
●交通／車：東名高速掛川IC
から約20分　※文化会館
シオーネに駐車場あり
　電車・バス：JR掛川駅北口
からしずてつバス掛川大
東浜岡線「釡田入口」下車
（約25分）、徒歩10分

夏にはひまわ
り、秋にはコス
モスが一面に
広がります。

●期間／4月上旬～5月
上旬（毎日開催）
●交通／車：東名高速袋
井ICから約10分　
　※公園に駐車場あり
　電車：JR袋井駅から
タクシーで約10分

　袋井市諸井1810
  （諸井里山遊水地公園）

茶娘衣装で茶摘み体験も！

いまい保全の会

諸井里山の会

とうもんの里 そよかぜ広場

フルティカトマト
は、ふるさと納税
の返礼品に選ば
れた、袋井市を代
　表する農産物。

約2.3haの広大な敷地に“いつでも
誰でも摘んでいい”菜の花畑があり
ます。地域の管理組合が大切に育て
た花畑は、「見て良し、摘んで良し、
食べて良し」で、楽しさ全開。地域が
手作りした文化を味わいに
出かけましょう。

食育活動「田
んぼの楽校」は
今年で19年目。地
域を担う子どもに
食の大切さを伝
えています。

「諸井里山の
会」が再生した
里山には、ゆった
りとした時間が
流れています。

里山を東
西に横切
る鯉のぼり
は圧巻！

とうもんの里HP

16



静
岡
市

水見色

葵区水見色にある「高山・市民の森」頂上の通称「一
本桜」が見頃　※開花時期は目安です

川
根
本
町

　川根本町徳山区内  Ⓟ無料（徳山コミュニティ防災
センター駐車場を利用）問桜まつり実行委員会 徳山コミュ
ニティ防災センター徳山区事務所内 ☎0547-57-2843

徳山

徳山区内を散策して、枝垂れ桜の並木・随所にみら
れるソメイヨシノその他の、山里に咲く桜を見学

桜まつり
3月下旬～4月上旬  10：00～15：00

静
岡
市

　高山・市民の森  
静岡市葵区水見色  Ⓟあり
問静岡市中山間地振興課 
☎054-294-8807

　高山・市民の森  静岡市葵区水見色  Ⓟあり
問静岡市中山間地振興課  ☎054-294-8807

水見色

葵区水見色にある「高山・市民
の森」のミズバショウが見頃
※開花時期は目安です

高山・市民の森 ミズバショウ見頃
3月下旬～４月中旬

3月下旬～４月上旬

森
町

4/17（土）・18（日）

　小國神社  周智郡森町一宮3956-1
問小國神社　☎0538-89-7302　Ⓟ無料あり

一の宮の里
小國神社 十二段舞楽

国指定重要無形民俗文化財に登録された十二段舞楽の舞

一の宮の里

4/4（日） 
富
士
宮
市 特産品の「たけのこ」を旬に先がけ販売。特産たけの
こは９時から販売、先着順

内房たけのこ・桜まつり
内房の里

　富士宮市立内房小学校など（多会場あり） 
問内房里づくりの会（事務：鈴木）　☎090-5623-9599

松
崎
町

2月中旬～5/５（水・祝）
田んぼをつかった花畑
那賀地区

　松崎町那賀地区
問松崎町花畑実行委員会（松崎町観光協会内）　
☎0558-42-0745　●参加無料

農閑期の田んぼを利用した広大な花畑。ＧＷには
無料の花摘み体験あり。

函
南
町

4/3（土）・4（日）
いちごフェスティバル
丹那

　酪農王国オラッチェ 田方郡函南町丹那349-1
Ⓟ無料　問酪農王国株式会社　☎055-974-4192

伊豆産のいちごの販売、いちご串やいちごミルクな
どいちごでいっぱいになる2日間

◎状況により中止・内容変更の可能性あります。◎マスクの
着用、消毒へのご協力をお願いします。◎体調の優れない
お客様は来場をご遠慮ください。※スタッフのマスク着用、
入口・店内・トイレ等に安定型次亜塩素酸ナトリウムを設
置、店内の空気の入替えを実施

　こんにゃく亭 メイン会場
掛川市倉真５３４７-1-2　問地区まちづくり協議会（散策
部会）　☎0537-29-1232　●参加無料
●受付手続き有り ◎コロナ対応あり

◎新型コロナウィルス感染拡大により開催中止となる場合が
あります。お問い合わせください
問富士宮市役所観光課  ☎0544-22-1155

◎体調がすぐれないときは参加をご遠慮ください
◎マスクの着用をお願いします

また
来てね！

天竜川沿いの桜並木が満開に。

浜
松
市秋葉ダム周辺の千本桜の見ごろ

　浜松市天竜区龍山町戸倉
問天竜区観光協会龍山支部  ☎053-968-0360

ほっと龍山

高山・市民の森 一本桜見頃

※各イベントは、新型コロナウイルス感染症の状況により、急遽、変更・中止となる場合があります。

４月上旬～中旬

掛
川
市

◎体調がすぐれないときは参加をご遠慮ください。
◎定員を減らして実施

3/14（日）9：00～12：00
とうもんの里

とうもんの里～命山～イチゴ農家（いちご摘み）を巡
るウォーキング

　とうもんの里  掛川市山崎233
問とうもんの里総合案内所　☎0537-48-0045
●参加料／大人1,000円、子ども700円

春色ウオークといちご摘み
※実施は2週間前に判断、雨天時は当日7時に判断

　日坂宿 本陣跡　掛川市日坂　Ⓟ日坂本陣跡駐車
場を利用（無料）　問日坂地区まちづくり協議会  旅ノ舎
☎0537-54-1464　●参加料／100円（保険代）

掛
川
市 4月下旬～5月中旬

深蒸し茶と東海道宿場の里日坂

Ａコース／東海道日坂宿と茶さんぽ、事任八幡宮めぐり
Ｂコース／茶どころ御林、粟ヶ岳山ろくめぐり
※イベント内容は検討中

新茶ウォーク
2コースで新茶シーズンを楽しむ
※実施は4月初旬判断

　日坂宿 本陣跡　
掛川市日坂　Ⓟ係の案内により駐車（無料）　
問実行委員会／事務局（朝平）☎0537-27-1617
　委員長（川村）☎0537-27-1594　●参加無料

掛
川
市

深蒸し茶と東海道宿場の里日坂

東海道日坂宿の通りを駕籠駅伝リレーで競い、地区外の
参加者も募り大人から子供まで楽しめる行事 　
※もちまき等イベント内容は検討中

東海道日坂宿駕籠駅伝大会

掛
川
市 3/28（日）

報徳・温泉農業の里 倉真

こんにゃく亭から粟が岳を中心にしたコース
春の散策会 ※実施は2月中に判断

※実施は1カ月前に判断

森
町

4/4（日）

　小國神社 周智郡森町一宮3956-1 
Ⓟ無料あり  シャトルバスあり　
問小國神社　☎0538-89-7302

一の宮の里
小國神社桜まつり
琴・尺八の音色を聴きながら花見

※実施は1カ月前に判断

※花見頃3月下旬～4月上旬

森
町

3/20（土・祝）～4/4（日）

3/21（日） 9:00～12:00

天方

色とりどりのチューリップが並ぶ

　森町体験の里アクティ森  
森町問詰1115-1　Ⓟ無料あり　
問森町体験の里アクティ森　☎0538-85-0115

スプリングフェア
※状況により実施の可否を判断

三
島
市

　日大御園グラウンド（三島市御園569-1）東側
問三島市役所 農政課  ☎055-983-2654　●参加無料

稲刈りを終えた田んぼにワイルドフラワーを植え、その花畑の
中で地元中学校の吹奏楽や三味線の演奏、合唱などのコン
サートを開催。ワイルドフラワー等の花摘みもできる。

安久お花畑音楽会
中郷地区 4/29（木・祝）10：00～

裾
野
市

　裾野市民文化センター  裾野市石脇586  
Ⓟ無料　問深良用水まつり実行委員会事務局（裾野市
深良支所内）  ☎055-992-0400

ステージイベントや屋台の出店、仮装行列などを実演
深良用水まつり
深良地区

月〜

◎当日のイベント人数制限、検温・消毒の定時徹底
◎マスク着用、汚れても良い格好で

　緑の谷のごちそうテラスCoCoChi体験テラス
浜松市西区大久保町1173　Ⓟあり
問（株）ジー・ディー・エス（木下）　☎053-482-3768
●参加料／大人2,500円、子供1,000円

浜
松
市 4/11（日）11：00～13：00

美竹林と極旨野菜の邑

CoCoChiの竹林で早春のタケノコ堀り。筍を使った料
理も楽しめる。

タケノコ掘り大会 ※実施は3月上旬に判断

月〜

※判断時期未定、雨天当日判断

4/25（日）

※ご意見とともに、住所・氏名・電話番号・年
齢をご記載ください。
※頂いたご意見は次号以降で掲載させて
いただく場合があります。
※個人情報は、連絡のため以外には使用
いたしません。

〒420-8601　
静岡県静岡市葵区追手町9番6号　
静岡県経済産業部農地局農地保全課
FAX 054-221-2809
E-mail : nouchihozen@pref.

shizuoka.lg.jp

東部

西部

中部

伊豆
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　東山地内　問東山 いっぷく処　☎0537-27-2266
●参加料／2,000円

掛
川
市

秋葉ダム周辺に植えられた満開の桜並木の
下を走る。

焼
津
市

　閻魔堂広場 焼津市方ノ上
問方ノ上美農里事務局（平井） ☎054-629-1607
●参加無料

方ノ上
サツマイモの蔓挿
し。参加者募集中

サツマイモの蔓挿し

浜
松
市秋葉ダムさくらマラソン大会

　秋葉ダム浜松市天竜区龍山町戸倉
問大会事務局（龍山森林文化会館内）
☎053-968-0331

ほっと龍山

6/1（火）～20日頃

御
殿
場
市

　沼田区集会所付近　御殿場市沼田191　
問沼田ロマンチック街道育成会（代表：根上孝吉）
☎090-7859-3570　●参加無料　◎マスクの着用を
お願いします

邑育ちのホタルを鑑賞。菖蒲の花も見頃で周りを舞う
ホタルが見られる。

ホタル観賞会
沼田ロマンチック街道

松
崎
町石部の灯り

石部赤根田村百笑の里

　松崎町石部棚田
問企画観光課　☎0558-42-3964　●参加無料

棚田の畦をろうそくで飾り付ける。

　酪農王国オラッチェ 田方郡函南町丹那349-1
Ⓟ無料　問酪農王国株式会社　☎055-974-4192
◎状況により中止・内容変更の可能性あります。◎マスクの
着用、消毒へのご協力をお願いします。◎体調の優れないお
客様は来場をご遠慮ください。※スタッフのマスク着用、入
口・店内・トイレ等に安定型次亜塩素酸ナトリウムを設置、店
内の空気の入替えを実施

函
南
町

6月中旬函南すいか祭り丹那
高級ブランドすいかの「函南西瓜」の販売やすいか
パフェなど函南西瓜がいっぱいの祭

富
士
宮
市 平成棚田で農業体験。白糸コシヒカリの手植え・機械
植えを体験できる。植えたお米の販売予約も。

田植え体験
白糸の里

　富士宮市原 平成棚田 Ⓟ平成棚田駐車場（無料）
問詳細は白糸の里ホームページをご覧ください
https://shiraitonosato.info/
予約受付・お問い合わせはメールでお願いします
uikuniaki@shiraitonosato.info 
●参加料／2,000円（小学生以下無料）30組限定
●要メール予約
◎マスクの着用をお願いします　◎体調の悪い方はご遠慮く
ださい　※昼食等飲食はありません

◎マスクの着用をお願いします

❶「三密」を避けて！   ❷マスクを着用！   ❸少しでも体調の悪い方は来場をやめよう！

今年度は中止となりました。
次回開催をお楽しみに

3/28（日）

5月中旬

また
来てね！

花桃が見ごろ。
浜
松
市花桃まつり
　道の駅『花桃の里』　天竜区大川31-10  
Ⓟ無料あり 　問藤本　☎053-923-2339

花桃の里 3/8（月）～15（月）

花桃植栽参加者への感謝と区民の交流イベン
ト。植栽同期生が毎年集まり地元食材で宴会

川
根
本
町花桃お花見

　三津間集落センター　川根本町久野脇
問エコティかわね　☎0547-58-7000

縁結びの村くのわき
３月下旬

また
来てね！

お願い事項

　恩地町公会堂広場　浜松市南区恩地町443  
Ⓟあり　問地域いきいき共生！恩地町環境みどり会（見
野閏一郎）  ☎053-426-2888

毎月開催
地域いきいき共生！恩地町環境みどり会

小規模ながら「地域いきいき共生」を実現。地産地
消、新鮮・安全・安～い。

みどり朝市 毎月第3日曜 9:00～9:30
浜
松
市

※完売次第終了

　浜松市南区恩地町595　
問見野閏一郎 ☎053-426-2888

地域いきいき共生！恩地町環境みどり会
芳川北小学校２年生
を対象にじゃが芋収
穫、さつま芋苗植え野菜栽培、体験実習

6/4（金） 9:00～
浜
松
市

　浜松市南区恩地町595　
問見野閏一郎 ☎053-426-2888

地域いきいき共生！恩地町環境みどり会
町内の幼児、小学生
対象にじゃが芋収
穫、さつま芋苗植え

野菜栽培、体験実習
6/5（土） 9:00～

浜
松
市

　小國神社　森町一宮3956-1　Ⓟ無料あり　シャト
ルバスあり　問小國神社 ☎0538-89-7302

一の宮の里

花菖蒲が見頃を迎える
花菖蒲まつり

6/6（日） 
森
町

報徳・温泉農業の里 倉真

親子でじゃが芋掘りの体験イベント
じゃが芋ほり体験浜

松
市

大好き渋川

静岡県指定天然記念物「渋川つつじ」が見頃。
　引佐町渋川つつじ公園周辺  浜松市北区
問てんてんゴー渋川　☎053-545-0452

渋川つつじ祭り

夢未来くんま

ゲンジボタルを見に来てください。（第3週が見ごろ）
　ホタルの里 浜松市天竜区神沢六郎沢地内　
Ⓟ付近に無料駐車場あり　問石打　☎053-929-0636
●環境整備協賛金／大人200円、小学生100円

　ホタルの里  浜松市天竜区神沢六郎沢地内　
Ⓟ付近に無料駐車場あり
問石打　☎053-929-0636　●参加料あり

ほたるに会いに行こう
浜
松
市

焼
津
市

中の島 地域内の幼稚園児・
子供会対象で田植え
を行う。

　焼津市上小杉公園　問中の島地域環境保全活動
組織事務局（岡村）  ☎054-662-1391　●参加無料

田植え体験
5月中旬

5月中旬

5月下旬

浜
松
市 6/12（土）

夢未来くんま

ホタルのことがもっとわかる
ほたるの学校

掛
川
市

◎コロナ対応あり

4月下旬～5月中旬
茶文字の里 東山

お茶つみ体験、茶草場農法についての説明、テラスから
のお茶畑展望

お茶つみ体験
※実施は遅くとも3月中に判断

森
町

天方

人・自然の暮らしぶりを味わう里山めぐりを実施
　天方地区 案内所：森町体験の里アクティ森  
森町問詰1115-1
問森町ツーリズム研究会　☎0538-85-6315

オープンハウス ぷぶふの日
※今後実施の有無を判断

◎当日のイベント人数制限、検温・消毒の定時徹底
◎マスク着用、汚れても良い格好で

　緑の谷のごちそうテラスCoCoChi体験テラス
浜松市西区大久保町1173　Ⓟあり
問（株）ジー・ディー・エス（木下）　☎053-482-3768
●参加料／大人2,500円、子供1,500円

◎マスクの着用をお願いします

浜
松
市 5/16（日）11：00～13：00

美竹林と極旨野菜の邑

CoCoChiの梅林で取れる梅を使ったジュース・梅酒づくり
梅ジュースづくり体験

※実施は4月
上旬に判断

※実施は5月
　中に判断

※実施は5月上旬ころに判断※実施は1カ月前に判断

富
士
宮
市 田植え後の平成棚田6ｋｍのコースを3時間かけ名所
を観ながら歩く。

ウォーキング大会
白糸の里

　原川親水公園記念碑前（スタート・ゴール） 
富士宮市原　Ⓟ白糸小学校駐車場（無料）　富士急行バ
スも富士宮駅から運行　問お問い合わせはメールでお
願いします　uikuniaki@shiraitonosato.info 
※詳細は白糸の里ホームページで
https://shiraitonosato.info/
●参加無料 ●予約不要
◎マスクの着用をお願いします　◎体調の悪い方はご遠
慮ください　※昼食等飲食はありません

5月下旬

5月下旬

6月中旬

6月上旬

焼
津
市

　閻魔堂広場 焼津市方ノ上
問方ノ上美農里事務局（平井） ☎054-629-1607
●参加無料

方ノ上
トウモロコシの苗植
え。参加者募集中

トウモロコシ苗植え

◎マスクの着用をお願いします

6月上旬

6月中旬

※実施は5月上旬
ころに判断

※開催の有無、開催方法等検討中

月〜

月〜

富
士
市

　大淵笹場  富士市大淵1945周辺　問富士市役所農
政課 農業振興担当 ☎0545-55-2781　●参加無料

「富士山と茶娘」の撮影会や新茶の試飲サービス、茶葉の
天ぷらの振舞いの他、様々な露店が出店

おおぶちお茶まつり

大淵笹場 5/3（月・祝）8：30～
※3月上旬に判断予定、雨天中止

　倉真報徳社 メイン会場
掛川市倉真837　問地区まちづくり協議会（農業部会）
☎0537-29-1252
●参加無料　●事前予約制 ◎コロナ対応あり

※花見頃6月上旬～7月下旬
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.054 -221 -2809

季
刊
誌
「
む
ら
の
お
と
」

vol.29
2021

Spring

無料

www.shizuoka-murasapo.net

www.facebook.com/muradoki/

しずおか　むらサポ 検索

オフィシャルウェブサイト
http://www.fujinokuni-mura.net

ふじのくに美しく品格のある邑づくり
情報発信チーム『邑ドキッ！』美しく品格のある邑 検索「ふじのくに美しく品格のある邑づくり」連合

オフィシャルウェブサイト

Facebook

Instagram
www.instagram.
com/murasapo/

にようこそ
「○○について勉強したい！」「地域資源の掘り起こしや、新たな活用を考えたい！」
「企業と連携して、新たな取り組みをしてみたい！」
「むらづくりを応援したい！」「農産物を活用したビジネスをしたい！」など、
相談事がありましたら、お近くのワンストップ窓口へご連絡を！
窓口がアドバイスやマッチングをお助けします。

農山村にかかわる相談にぜひご活用ください！

情報
発信

旬な農山村の情報を
「むらサポ」WEB・

フェイスブックで広報します

むらとまちの人 と々の
連携を支援します
【支援内容の例】
・地域の特産品を用いた商品開発
・企業や大学とのマッチング
・他の邑の取組紹介、
　交流会の開催

農山村のよろず相談室を
受けつけます
【相談内容の例】
・○○の手法を勉強したい
・邑への移住者を増やしたい
・農業をやってみたい

【情報内容の例】
・農山村でのイベント開催
・ポランティアの募集
・農産物販売の開始

特定非営利活動法人NPOサプライズ伊豆地域

東部地域

中部地域

西部地域

伊豆

東部

中部
西部

伊豆市修善寺75ドットツリーオフィス  
☎0558-99-9120（平日のみ9時から16時）

特定非営利活動法人ホールアース研究所
富士宮市下柚野165  ☎0544-66-0790（9時から17時）

一般社団法人SACLABO
藤枝市若王子705-2  ☎070-5332-3955 (9時から18時）

浜松市市民協働センター
（浜松市民協働サポートグループ）
浜松市中区中央1丁目13-3  浜松市市民協働センター内
☎053-457-2616 (9時～21時30分 ※12/29～1/3を除く）

地域づくりアドバイザーによる
研修会・交流会

出張相談会

むらづくりワンストップ窓口

他の邑との
ネットワークも
広がります。

県の地域づくり
アドバイザーや
環境学習コーディ
ネーターが在籍
しています。

むらづくり
ワンストップ窓口
地域づくりに役立つ研修会や、相談会、
交流会も年に数回開催中！

【参加無料】

各種
相談

連携
支援

相談無料
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